
　2007Ｊリーグヤマザキナビスコカップ決勝は11月3日、国立競技場に4万1569人の入場者を集めて行われ、ガンバ大阪が接戦の
末に川崎フロンターレを1－0と破り初優勝を成し遂げた。優勝したＧ大阪には、Ｊリーグカップ（チェアマン杯）、ヤマザキナビス
コカップ（スポンサー杯、ティファニー社製）、優勝賞金1億円、優勝メダルが、準優勝の川崎ＦにはＪリーグ盾、準優勝賞金5000
万円、準優勝メダルが、それぞれ授与された。また、前夜祭でニューヒーロー賞に輝いたばかりのMF安田理大（Ｇ大阪）が、MVP
賞も獲得。クリスタルオーナメント（ティファニー社製）、賞金100万円、ヤマザキナビスコ製品1年分が贈られた。

Ｇ大阪が川崎Ｆに競り勝ち初優勝を遂げる
表彰式終了後、Ｊリーグヤマザキナビスコカップ初優勝の喜びに浸るG大阪の選手、チームスタッフ、クラブ関係者

安田理大（G大阪）がMVP賞とニューヒーロー賞を獲得

編集・発行
社団法人 日本プロサッカーリーグ
ホームページ http://www.j-league.or.jp



均衡を破るゴールを決め、チームメートの祝福を受ける安田（中央、13番）。彼にとって公式試合における初得点が、チームにビッグタイトルをもたらした

緊迫した雰囲気の中で
　川崎Ｆ、Ｇ大阪とも、攻撃的なサッカーを

持ち味とするチームだ。前者は2007Ｊリーグ

ヤマザキナビスコカップ準々決勝以降の4試合

で12得点を挙げ、8強の中では最多得点。後

者も首位争いを続けるＪ1リーグ戦で、最多得

点を記録していた。

　このような事実から、ゴールの応酬への期

待もあったが、両チームとも相手の気合十分

の守備の前に、容易には決定機をつかめなか

った。だが、攻撃への意欲は衰えず、川崎Ｆ

はキックオフから10分余りで5本のシュート

を放ち、それをしのいだＧ大阪もFWマグノ 

アウベスらが積極的に相手ゴールを脅かした。

　敗れてもなおチャンスのあるホーム＆アウ

ェイ方式の予選リーグ、準々決勝、準決勝と

は異なり、決勝は1試合で決着がつく。それだ

けに、選手たちの集中力も高く、わずかなミ

スも許されない緊迫した雰囲気が漂う中での

攻防。スタンドのファン・サポーターは、そ

れぞれのチームの勝利を願って熱い声援を送

りながら、手に汗握る展開を堪能したことだ

ろう。

両チームの攻撃的姿勢
　Ｇ大阪が均衡を破ったのは、後半の開始か

ら10分後だった。右サイドに開いたFWバレ

ーのパスを、ゴール前に走り込んだMF二川孝

広が合わせようとしたが、ボールは後方へ。

そこへ詰めたのが、DFとして出場の安田理大

だった。彼をマークしていたMF森勇介が「あ

っと思った瞬間に前に入られた」という俊敏さ

でボールに触れ、ゴールに押し込んだ。

　きっ抗した戦いでは、流れを引き寄せる監

督のさい配も注目されるが、この得点は西野

朗監督の指示が実を結んだものでもあった。「積

極的にフィニッシュに絡んでいくように」と、

安田の攻撃参加を促し、「自分の持ち味を出せ

る」（安田）、より相手ゴールに近いポジショ

ンに移った彼は、見事にその期待に応えた。

　クラブ史上初のビッグタイトルを目指す川

崎Ｆも、西野監督に「明らかにスタートから

主導権を握られた試合だと感じていた」と言

わしめるほど、Ｇ大阪を押し込んだ。Ｊ1の

得点ランキング首位に立っていたFWジュニ

ーニョは、この一戦で最多の6本のシュート

を放つなど、相手に脅威を与えた。だが、

MF明神智和の体を張った守りや、GK藤ヶ谷

陽介の好守にあい無得点。「最後の決定力、

精度が欠けていた」と振り返った関塚隆監督

だが、タイムアップまで勝負をあきらめない

姿勢で試合を盛り上げた。

見応えのあった「個」の戦い
　個性豊かな選手たちの攻防も、この決勝の

大きな見どころだった。得点力のあるストラ

決勝の醍醐味。初優勝へのし烈な攻防
　それぞれ2002年、2005年のＪリーグヤマザキナビスコカップにおいて、準優勝に甘んじた川崎フロンターレとガンバ大阪。同カッ

プの初優勝を目指すチームの対決は決勝にふさわしく、選手たちが高い集中力を発揮し、緊迫感に満ちた白熱の展開となった。最後

まで予断を許さぬ攻防は、サッカーの醍醐味にあふれたものだった。



1 ガンバ大阪0川崎フロンターレ
2007年11月3日 13:39キックオフ  国立競技場

【入場者数】4万1569人
【主審】吉田 寿光
【副審】山口 博司／宮島 一代

【得点経過】
55分 0－1 （G）安田 理大

広範な動きで川崎Ｆの攻撃をリードしたジュニーニョ シジクレイ（左、Ｇ大阪）、鄭大世（右、川崎Ｆ）
の迫力ある空中戦

チームカラーで彩られたスタンド（上が川崎Ｆ、下がＧ大阪）

「天下分け目の決戦」 鬼武健二 Ｊリーグチェアマン
「厳しい戦いであったが、レベルの高い、いい試合だった。Ｊリーグヤマ
ザキナビスコカップが初めて天竜川を渡った。ガンバ大阪は一昨年、悔し
涙を流し、思いを果たしたということであろう。川崎フロンターレにも、
またぜひ、次の機会を狙ってほしい。川崎フロンターレを関東、ガンバ大
阪を関西とすれば、天下分け目の決戦となった」

　決勝の前夜祭で発表されたニューヒーロー賞と、決
勝終了後に発表されたMVP賞を受賞したのが、Ｇ大阪
の安田理大だ。予選リーグから準決勝までを通じて活
躍が顕著だった23歳以下の選手（大会開幕時／2007年3
月21日）に与えられるニューヒーロー賞は1996年に始
まったが、MVP賞とのダブル受賞は2003年の浦和FW、
田中達也に次ぐ2人目。
　前夜祭では「あすは優勝して、真のニューヒーロー
になりたい」と語っていた19歳は、素晴らしい活躍を
見せて勝利に大きく貢献し、見事にその望みをかなえた。
試合後の安田は「これまでの人生で、これほど最高の
日はなかったのでは。自分で点も取れたし、予選リー

グから（チームの）みんなで戦ってきたというのもある
し、本当に最高に気持ちがいい」と声を弾ませた。

関塚 隆監督（川崎Ｆ）
「勝負のことを考えれば、前半に先制するチャンスがいくつもあったので、それ
を決めて、われわれのリズムに持っていきたかった。それができず、後半にちょ
っとしたすきから先制されてしまった。決定的なチャンスは、われわれのほうが
多くつくったと思うが、（Ｇ大阪に）うまく90分を運ばれてしまったように感じる。
ただ、川崎Ｆのサッカーを決勝の場でしっかりと見せられたと思うし、これから
はまた、クラブとしてタイトルに向けて一歩一歩、前進していけたらと思う」

決勝告知ADトレインを運行
　決勝の告知のため、10月28日から11月3日の期間、
JR京浜東北線の大船と南浦和の間でADトレインを運
行した。掲出される広告は、スポーツ新聞6紙とサッ
カー専門誌5誌の合計11社の協力を得て制作され、各
社の特長を生かし、趣向を凝らしたデザインとなった。

「ナビスコキッズバトル」を開催
　決勝の舞台となる国立競技場のピッチでは、キックオ
フ前に恒例のナビスコキッズバトルが行われた。決勝に
進出した両チームをサポートする「ナビスコキッズイレ
ブン」がドリブルゲーム、シュートゲームに挑戦。参加
者は、本大会の予選リーグから準決勝の各会場において
実施された「クラブといっしょにコクリツを目指そう！！」
に参加した小学生の中から選出された。

西野 朗監督（Ｇ大阪）
「ハーフタイムに全員が切り替えて、後半はうまく戦ってくれたと思う。リスク
を負って臨み、いい形で点を取ることができた。守備に対する高い意識を持ちな
がら、うまく試合を運んでくれた。楽に勝ち上がってきたわけではないが、（浦和）
レッズ、（鹿島）アントラーズという強豪を破ってきた自信があったのかもしれない。
予選リーグ、決勝トーナメントを通して、多くの選手が出場して戦ったチーム力
を最後に発揮し、チームの成長を感じることができて非常にうれしい」

ニューヒーロー賞＆MVP賞  安田理大（Ｇ大阪）

大会アンセムが初お披露目
　両チームの選手たちは、大会アンセムが流れる
中を入場した。このアンセムを制作したアーティス
トのm-flo☆Taku氏は前夜祭で「試合開始は、選手
にとっても、ファン・サポーターにとってもすごく大
事な瞬間。これから何が起こるかの期待や自分の（応
援する）チームが勝ってもらいたいという気持ちが
詰まっている中、少しでもその状況をより華やかに
演出できれば」と、そのコンセプトについて語った。

JR京浜東北線の車内に掲出された告知広告

大会アンセムが流れる中を入場する選手たち

予選リーグから
チームを応援し
てきたナビスコ
キッズイレブン
にとっても晴れ
の舞台

イカー、能力の高いMF陣、フィジカルに優れ

たタフな守備陣と、各ポジションの力は甲乙

つけがたい。

　中でも圧巻だったのは、Ｇ大阪の左サイ

ドでプレーした安田と、彼に対抗した川崎

Ｆの森による一騎打ち。森が思い切ってド

リブルで仕掛ければ、安田がスライディング

タックルで阻止。あるいは、安田の突破を、

森が必死に食い止める。サイドにおける両者

のし烈な攻防は、非常に見応えがあった。

　今大会のニューヒーロー賞に選出された

安田について、Ｊリーグ技術委員会の山下

則之 技術委員長は「個の技術の高さと戦術

レベルの高さで観客を魅了してくれると思う。

その先に（公式試合の）初得点が生まれるこ

とを大いに期待したい」とのコメントを寄せ

ているが、それが決勝という大舞台でまさ

に現実のものとなったわけだ。

　タイトル獲得へのあくなき意欲、勝利へ

の強い意志が、ピッチ上で激しく交錯した

試合は、ファイナルにふさわしい内容だった。

もちろん、予選リーグから準決勝までに演じ

られた多くの好試合が、このひのき舞台の価

値を高めていることも忘れてはならないだろう。

2007Ｊリーグヤマザキナビスコカップ
決勝 アラカルト



　ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）2007

の準決勝で昨年のチャンピオン、城南一和（韓

国）をPK方式の末に下し、浦和レッズは辛く

も決勝に進出した。優勝をかけて対戦したのは、

準々決勝で川崎フロンターレに、やはりPK方

式で勝ったセパハン（イラン）だった。

　第1戦は11月7日、セパハンのホームで行わ

れた。日本からも数多くのファン・サポータ

ーが現地に足を運び、彼らの期待に応えて44

分にはMFポンテが鮮やかなミドルシュートで

先制。後半開始すぐに同点とされたが、その

後は相手の攻撃を粘り強くしのぎ、1－1の引

き分けでホームの第2戦を迎えた。

　埼玉スタジアム2002に5万9034人の入場者

が詰め掛けた第2戦は、22分にFW永井雄一郎

が決めて再び浦和がリード。後半に入るとセ

パハンも反撃に転じたが、「今日は重要な役

割を果たしてくれた」（ホルガー オジェック

監督）という守備陣が健闘し、71分のMF阿部

勇樹の追加点で2－0の勝利。対戦成績を1勝1

分とし、「夢を現実にできた」（DF田中マルク

ス闘莉王）瞬間が訪れた。

　この大会がＡＣＬと改称した2002年以降、

川崎Ｆとともに日本のチームが予選リーグを

突破したのは初めてであり、言うまでもなく

初のアジア制覇である。優勝の大きな要因の

一つとなったのは、1勝5分と無敗で乗り切っ

たアウェイゲームの好成績だろう。リーグ戦

の合間を縫っての長距離の移動と試合は、肉

体的にも精神的にも少なからぬ負担となるが、

それを克服した選手たちの強さは称賛に値する。

　川崎Ｆもアウェイで無敗だったが、こうし

たチームの健闘を側面から支援したのが、日

本サッカー協会とＪリーグが今年から立ち上

げた「ＡＣＬサポートプロジェクト」だった。

専門のチームを組み、資金面の援助だけでなく、

スタッフが事前に、あるいはチームに帯同し

て現地に赴き、少しでも戦いやすくなるよう

な環境の整備に奔走した。つまり、日本サッ

カー界の総力を挙げてのサポートが、実を結

んだともいえるだろう。

　浦和はこの優勝によって、次回大会は準々

決勝からの出場となり、さらに日本から2チー

ムが予選リーグに参加する。Ｊクラブの実力

を名実ともに示したアジア制覇は、他のクラ

ブにも大きな刺激となり、Ｊリーグ加盟を目

指すクラブの大きな夢ともなる。Ｊリーグで

チームが競い合い、個々の選手が能力を高め

ることによって、アジア、そして世界への門

が開くことを実際に証明したのが、今回のＡ

ＣＬだった。

浦和が初優勝。アジアの頂点を極める大会

Ｊリーグからアジアへ、そして世界へのチャレンジ

「すごいことをやってくれた。歴史に偉業を残してくれたと思う。今年は新たに
ＡＣＬサポートプロジェクトも立ち上げ、Ｊリーグとしてもやりがいがあった。
将来に向かって大きな礎となるだろう。日本サッカーにとっても、Ｊリーグに
とっても、素晴らしい未来を感じさせてくれた。サポーターも素晴らしかった。
クラブと一体となり、選手たちも大きな力をもらったことだろう。
　日本全国に今はまだ卵のようなクラブもたくさんあるが、彼らにとっても大き
な励みとなるだろう。来年は3チームがＡＣＬに出られるが、海外と戦っていか
なければ強くなっていけない。トップから若い世代まで、どんどん海外に出てい
ってほしい」

鬼武健二 Ｊリーグチェアマン

決勝第2戦後のコメント

ＡＦＣチャンピオンズリーグ2007

「あのレッズがここまでいけたということが本当にうれしい。クラブとサポーターが一
体となり、サッカーとはああいうものだということが多くの人たちに伝わったのではな
いだろうか。
　ＡＣＬサポートプロジェクトについては、すぐに結果が出るという、うれしい結果と
なった。アジアを獲らないことには、今後Ｊリーグの位置を上げていくことはできない。
他のＪクラブも、おれたちもがんばれば、という気になったことだろう。来年はもっと
激しいＪリーグになるだろうし、皆がアジアを狙ってくるようになってほしい。その
ために何をするか。今回のレッズの優勝は大きな刺激になったと思う」

犬飼基昭 Ｊリーグ専務理事（ＡＣＬサポートプロジェクトリーダー）

ＡＣＬの優勝トロフィーを掲げる浦和のゲームキャプテン、鈴木。Ｊリーグの力を国際的にも強くアピールする快挙だった

阿部（左）、田中マルクス闘莉王（中央）ら、守備陣の健闘も光った 浦和のファン・サポーターも最高のパフォーマンスでチームを後押しした大会のMVPにも輝いた永井

Topics Oct.17-Nov.20
トピックス（10月17日～11月20日）



TOYOTAプレゼンツＦＩＦＡクラブワールドカップ ジャパン 2007
　浦和レッズはＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）2007の優勝により、12月7～

16日に日本で開催される「ＴＯＹＯＴＡプレゼンツ ＦＩＦＡクラブワールドカップ ジャパ

ン 2007」へ、アジア代表として出場する。この大会は基本的に、世界の6地域サッ

カー連盟のクラブ選手権優勝チームによって争われ、クラブの世界一を決める。現

行方式となったのは2005年からで、いずれも日本が開催国。今年から開催国枠が設

けられ、Ｊ1リーグ戦の優勝チームに出場権が与えられる予定だった。しかし、大

会規定は同一サッカー協会に所属する複数チームの出場を認めておらず、浦和が

アジアの代表権を獲得したため、ＡＣＬ2007準優勝のセパハン（イラン）が開催国

枠から出場することになった。浦和は準々決勝に当たる初戦で、このセパハンとオ

セアニア代表のワイタケレ・ユナイテッド（ニュージーランド）の勝者と対戦。この

試合に勝つと、準決勝で欧州王者のＡＣミラン（イタリア）と決勝進出をかけて戦う。
Ｊリーグ、そしてアジアを制し、いよいよ世界のひのき舞台に立つ浦和（写真はＡ
ＣＬ決勝第2戦）

【功労選手賞 日本人選手選考基準】
原則として以下の基準を満たし、Ｊリーグおよび日本サッカーの発展のために貢献をしたと認められる者を
功労選手として表彰する。
1.  所属クラブより推薦があり、次の大会の合計試合出場数が500試合以上の者
①Ｊ1リーグ戦、Ｊ2リーグ戦、リーグカップ戦（Ｊリーグヤマザキナビスコカップ）、天皇杯全日本サッカー選手権大会
②その他Ｊリーグ公式試合（Ｊ1参入決定戦、ゼロックス スーパーカップ、サントリーチャンピオンシップ、オー
ルスターサッカー、JOMO CUPＪリーグドリームマッチ、SANWA BANK CUP、サントリーカップ）
③Ｊクラブが参加するＦＩＦＡおよびＡＦＣの国際試合（アジアクラブ選手権、アジア・カップウィナーズカ
ップ、アジアスーパーカップ、アジア・アフリカクラブ選手権、極東クラブ選手権、ＡＦＣチャンピオンズリ
ーグ、Ａ3チャンピオンズカップ）
④日本代表の公式試合（国際Aマッチ）

【功労選手賞 外国籍選手選考基準】
1.  所属クラブより推薦があり、次の大会の合計試合出場数が200試合以上の者
・④を除く①～③は、日本人選手選考基準と同様
2.  母国のA代表選手として活躍した者

　Ｊリーグは11月20日に開催した理事会において、元Ｊリーグ選手の本田泰人、ア

マラオおよび城彰二の各氏を、2007Ｊリーグアウォーズ功労選手として表彰すること

を決定した。表彰式は12月17日に横浜アリーナにて開催される2007Ｊリーグアウォ

ーズの中で行われる。

2007Ｊリーグアウォーズ功労選手賞

　Ｊリーグは、出場機会の少ない年代に定期的な試合出場の場を

提供し、個の育成を行うことを目的とし、2007年度よりＪリーグ

加盟31クラブの第3種チーム所属の選手を対象としたU-13リーグ

戦をスタートさせた。全国を5ブロックに分け、原則としてホーム

＆アウェイ方式で開催するが、2008年度は参加チームを49チーム

から約70チーム（予定）に増加させて開催する。

　また、2008年度からは「Ｊリーグ U-14」の実施も決定した。今

後「Ｊリーグ U-13」および「Ｊリーグ U-14」をモデルに他のカテゴ

リーに順次展開し、地域におけるリーグ戦文化構築に寄与していく。

Ｊリーグ U-13、同U-14のリーグ戦を開催
2008Ｊリーグ U -14 大会概要

大会名称

開催期間

試合日程

参加チーム

主催 社団法人 日本プロサッカーリーグ

Ｊリーグ U-14 ポラリス 北海道・東北・北信越
メトロ 関東
ボルケーノ 東海
ヤマトタケル 関西・徳島
サザンクロス 中国・四国・九州

2008年4月～2009年3月

当該チーム同士で調整

Jクラブチーム、既存の参加タウンクラブチーム 参加チーム数 60チーム（予定）

大会方式

ブロック分け

1.  本田 泰人（ほんだ やすと）
1969年6月25日生（38歳）  出生地：福岡県　ポジション：MF
（所属クラブ）1988～1992年 本田技研、1992～2006年 鹿島アントラ

ーズ

2.  アマラオ（本名：ワーグナー・ペレイラ・カルドーゾ）
1966年10月16日生（41歳）  出生地：ブラジル　ポジション：FW
（所属クラブ）1992～1998年 東京ガス、1999～2003年 ＦＣ東京、

2004年 湘南ベルマーレ、2005年 ＦＣホリコシ、2006年 
アルテ高崎（8月より選手兼監督）

3.  城 彰二（じょう しょうじ）
1975年6月17日生（32歳）  出生地：北海道　ポジション：FW
（所属クラブ）1994～1996年 ジェフユナイテッド市原、1997～1998

年 横浜マリノス、1999年 横浜Ｆ・マリノス、2000～
2001年 横浜Ｆ・マリノス、2002年 ヴィッセル神戸、
2003～2006年 横浜ＦＣ

以下のうち、ブロックごとに決定。
① ホーム＆アウェイ方式による2回戦総当たりリーグ戦
② ホーム＆アウェイ方式およびセントラル方式による2回戦総当たりリーグ戦
③ ホームorアウェイ方式による1回戦総当たりリーグ戦

　各地で熱い戦いを繰り

広げていた「Ｊユースサ

ハラカップ2007  第15回

Ｊリーグユース選手権大

会」予選リーグが終了し、

決勝トーナメント進出チ

ームが決定。決勝トーナ

メントの組み合わせが、

右表のように決まった。

Ｊユースサハラカップ2007  第15回Ｊリーグユース選手権大会 決勝トーナメント組み合わせ決定
Ｊユースサハラカップ2007  第15回Ｊリーグユース選手権大会 決勝トーナメント組み合わせ

※JCY：日本クラブユースサッカー連盟
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愛知FC （JCY）

ガンバ大阪 （Fグループ2位）

名古屋グランパスエイト （Gグループ1位）

サンフレッチェ広島 （Eグループ2位）

柏レイソル （Cグループ1位）

浦和レッズ （Dグループ2位）

東京ヴェルディ1969  （Aグループ1位）

エストレラ姫路FC （JCY）

ＦＣ東京 （Dグループ1位）

千葉ＳＣ （JCY）

ジェフユナイテッド千葉 （Aグループ2位）

大分トリニータ （Eグループ1位）

鹿島アントラーズ （Cグループ2位）

セレッソ大阪 （Fグループ1位）

FCみやぎバルセロナ （JCY）

大宮アルディージャ （Bグループ2位）

京都サンガＦ.Ｃ. （Gグループ2位）



15年目を迎えているＪリーグを、さまざまなテーマから振り返るシリーズも、最終回を迎
える。第8回となる今回は、Ｊリーグの「国際化」にスポットを当てる。Ｊリーグの原点は
欧州、特にドイツの恵まれたスポーツ環境だけに、常に国際的な感覚を基礎に、海外か
らの刺激を受けながら発展を遂げてきた。日々、進歩を続ける世界のサッカーからさら
に吸収し、成長の糧（かて）としていくために、国際化はこれまで以上に促進されていく。

「「国際化」「国際化」第8回

ドイツにおける強烈な印象
　Ｊリーグの原風景は欧州にある。

　1964年の東京オリンピックを4年後に控え

て強化にまい進する日本代表チームは、西ド

イツ（当時）のデュイスブルクで強化合宿を行

った。白樺の林に囲まれた敷地には鮮やかな

緑の芝生のピッチが8面、アリーナが3棟、さ

らに研修施設や宿泊施設、レストランなどが

付随。これらの施設を利用し、子供たちが、車

椅子に乗った人々が、思い思いのスポーツを

楽しむ。これはスポーツシューレ（シューレは

学校の意）と呼ばれる施設で、選手だけでなく、

審判、指導者、クラブ経営者などの育成・強化

の場となり、一般の老若男女も利用ができる。

　日本代表の選手たちは、当時の日本ではと

ても考えられない、夢のような光景に驚きを

通り越し、大きなショックを受けたという。

日本代表でさえ、国内では芝生のピッチでト

レーニングをする機会がほとんどなかったと

いう時代である。

　この日本代表の一員だったＪリーグ初代チ

ェアマン、川淵三郎 現日本サッカー協会キャ

プテンは「こんな場所で毎日練習できたらサ

ッカーが楽しくできるのに、早く上達するのに、

と心底そう思った」と、「財団法人 日本サッ

カー協会75年史 ありがとう、そして未来へ」

（1996年）の中で回想している。そして、当

時の強烈な印象が、Ｊリーグの原点とも言う

べきものとなった。

　サッカーがグローバルなスポーツというこ

ともあるが、こうして、Ｊリーグは設立以前

から、国際化が一つの大きなテーマとなって

いた。Ｊリーグの理念の一つにも、「国際社

会における交流及び親善への貢献」がうたわ

れている。

外国籍選手のプロ意識
　開幕に向けて動き出したＪリーグは、世界

のサッカーのスタンダードを知らなければな

らないという意識から、諸外国のサッカー事

情、リーグ戦の仕組みなどについての情報を

収集し、分析し、日本に適した形で生かそう

と努力を重ねた。そして、1993年5月15日、

あの国立競技場における歴史的な開幕戦を迎

えるのだが、サッカー先進国のスタンダード

について身をもって教えてくれたのが、欧州

や南米からＪリーグのクラブに加わった一流

の外国籍選手たちだった。

　その年には、ブラジルの伝説的なスーパー

スター、ジーコが鹿島アントラーズにいた。

1990ＦＩＦＡワールドカップで優勝した西ド

イツの中心選手、リトバルスキーがジェフユ

ナイテッド市原（現 千葉）に、1986ＦＩＦＡワ

ールドカップの得点王、元イングランド代表

のリネカーが名古屋グランパスエイトでプレ

ーした。

　その後も、浦和レッズにブッフバルト（ド

イツ）、名古屋にストイコビッチ（旧ユーゴス

ラビア）、ジュビロ磐田にドゥンガ（ブラジル）

など、ＦＩＦＡワールドカップなどで活躍し

た名手が加わり、Ｊリーグに対する国内外の

関心は飛躍的に高まった。

　だが、彼らの役割は、それぞれのチームを

強化し、Ｊリーグの存在を広くアピールした

だけではない。外国籍選手、外国人指導者は、

そのプロフェッショナルな意識によって、日

本人選手、Ｊクラブ、ひいては日本サッカー

界に強烈なインパクトを与えた。日常的に彼

らとプレーすることにより、技術レベルが上

がったことはもちろんだが、私生活、心構え

など、日本人選手に世界のスタンダードを植

え付けた。市原でクラブの立ち上げに携わり、

フロント業務などを経験した羽生英之Ｊリー

グ事務局長は「リトバルスキーの強烈なプロ

意識は、日本人選手たちをどんどん変えてい

った。一言一言に重み、説得力があり、食事

や環境面などについても、われわれが当然だ

と思っていたことが、異なる視点ではそうで

なかったり、大いに勉強させられた」と振り

返る。

海外で活躍するために
　一流の外国籍選手がチームの強化に果たし

た役割は計り知れないが、子供たちにとって

はあこがれの存在となった。そのプレーに胸

をときめかせた彼らは、将来はＪリーガーに、

そして海外のクラブへと、夢を膨らませた。

こうして育った優秀な選手たちはＪリーグで

さらに技術を高め、日本がＦＩＦＡワールド

カップに初出場を果たした1998年以降、次々

に欧州を中心とするクラブに雄飛していった。

　羽生事務局長は「積極的に海外に出て、活

躍してほしい」と選手たちにエールを送る。

羽生事務局長は今年8～9月、Ｊリーグの理事・

実行委員の欧州視察に同行し、スコットラン

ドのグラスゴー、ドイツのオッフェンバッハ

などを訪れた。グラスゴーは、日本代表の中

村俊輔が所属するセルティックのホームタウ

ンである。

「グラスゴーの人々が、中村を通して日本と

日本人に関心、興味をもってくれているのは

素晴らしいこと。彼は現地で非常に尊敬され

ているだけに、好意的に見てくれる。彼に続

くような選手が現れてほしい」と、日本人選

手が海外で果たしている重要な役割について

述べる。また、「高原直泰、稲本潤一（ともに

フランクフルト所属）の名前も出てくるが、『オ

クデラ（奥寺康彦、現 横浜ＦＣ代表取締役会

長）はどうしている』と、よく聞かれた。プレ

ーだけではなく、彼の人柄が愛され、尊敬さ

れていた証拠」と、1977～86年にドイツのク

ラブで活躍した日本人プロ選手第1号の足跡を、

オッフェンバッハで確認した。

　優秀な選手が海外のクラブに移籍すること

によって、Ｊリーグのレベル、人気面を心配す

る声も一部にはあるが、羽生事務局長は「まっ

たく危惧はしていない。育成システムをしっか

りとつくり、後に続く選手を育てる」と力強く

語った。

育成年代の国際交流
　国内における経験に加え、環境がさまざま

に異なる海外での実体験は、選手を大きく成

長させる。その体験を早い段階から積ませよ

うというのも、近年の動きだ。Ｊリーグは昨

年から、各Ｊクラブの下部組織から選手をピ

ックアップしてU-15Ｊリーグ選抜を編成し、

海外キャンプを実施している。昨年はブラジ

ル、今年はブラジルとドイツにチームを派遣

した。また、九州のクラブが距離的に近い韓

国と交流を図るなど、今後はクラブ単位で国

際経験を積む機会も増えてくるだろう。

　U-15 Ｊリーグ選抜の団長として、ブラジル

キャンプに参加した山下則之Ｊリーグ技術委

員長（ＪリーグＨＲディベロップメントグルー

ストイコビッチ（名古屋、
1994～2001年）

ジーコ（鹿島、
1992～94年）

Report
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国籍
ブラジル
大韓民国
アルゼンチン
オランダ 
ユーゴスラビア
クロアチア
オーストラリア
パラグアイ
ドイツ
チェコ 
カメルーン 
コロンビア
スペイン
フランス
ルーマニア
イタリア
イングランド
ブルガリア
スロバキア
ポルトガル
ウクライナ
スロベニア
オーストリア
セルビア・モンテネグロ
パナマ
ロシア
セルビア
ボスニア・ヘルツェゴビナ
マケドニア共和国
コートジボワール
スコットランド
トルコ
ナイジェリア
ノルウェー
ベラルーシ
ポーランド
ウルグアイ
スウェーデン
チリ
デンマーク
ニュージーランド
ボリビア
中国
朝鮮民主主義人民共和国
アメリカ合衆国
アルバニア
ウェールズ
ウルグアイ／スペイン （2カ国国籍）
エルサルバドル
ガーナ
コスタリカ
スイス
チュニジア
トリニダード・トバゴ
フランス／ポーランド（2カ国国籍）
ベルギー
ホンジュラス
モンテネグロ
旧ユーゴスラビア
総計

【リーグ戦で1試合以
上、エントリーのあっ
た外国籍選手 選手数】

選手数
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国籍
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大韓民国
アルゼンチン 
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クロアチア
ユーゴスラビア
パラグアイ
オーストラリア
ドイツ
コロンビア
スペイン
チェコ
イングランド
スロバキア
フランス
ポルトガル
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ロシア
ブルガリア
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オーストリア 
カメルーン
コートジボワール
スウェーデン
スロベニア 
セルビア
セルビア・モンテネグロ 
チリ
デンマーク
トルコ 
ナイジェリア
ノルウェー 
ポーランド 
マケドニア共和国
中国
アメリカ合衆国
アルバニア 
ウェールズ
ウルグアイ
ウルグアイ／スペイン
エルサルバドル
ガーナ
コスタリカ
スイス
スコットランド
チュニジア
トリニダード・トバゴ
ニュージーランド
パナマ
フランス／ポーランド 
ベラルーシ
ベルギー
ボリビア
ホンジュラス
モンテネグロ 
旧ユーゴスラビア
朝鮮民主主義人民共和国
合計

人数
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10
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4
3
3
3
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2
2
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1
1
1
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1
90

国籍
ブラジル
オランダ
ドイツ
アルゼンチン
スペイン 
ユーゴスラビア
フランス
イングランド
オーストリア
クロアチア
ウルグアイ
ロシア
ボスニア・ヘルツェゴビナ
チェコ
大韓民国
ポルトガル
モロッコ
マケドニア共和国
ルーマニア 
スロベニア
ベルギー
スロバキア
スコットランド
合計

【リーグ戦（J1・J2）に出場した外国籍選手 国籍別選手数】
（1試合以上、エントリーのあった外国籍選手を対象）

※途中で日本国籍を取得した選手、準日本人扱いとなる選手は含まない。 ※監督以外の役職で指揮し
たスタッフは含まない。

【監督（国籍別人数）】

「国際化」

プ マネージャー）は、「選手たちは、普段と

は長さの違う芝やピッチの状態、相手選手の

スタイル、あるいは生活環境などに、最初は

戸惑う。しかし、次第にどのように対処した

らいいのか、自分で考え、それを生かすよう

になる」と、海外における選手の成長ぶりに

接している。

　それでも「育成年代における国際交流は、

まだまだ不足している。国内ではU-13のリー

グ戦が行われ、U-14のリーグ戦も始まる。こ

うした年代にも海外経験を増やしていきたい。

そして、世界のスタンダードを肌で感じてほ

しい」と、羽生事務局長は今後への期待を述

べる。

　また、中村、奥寺の例にもあるように、海

外で活躍するためには、人格、人間性も不可

欠な要素となる。選手の育成をつかさどるＪ

リーグ・アカデミーでは、育成年代の一環指

導を通じ、人間としての成長を促すことにも

力を入れている。Ｊリーグの国際化は、こう

した活動とも無縁ではない。

世界を視野に入れるＪクラブ
　2007年はまた、Ｊリーグの国際化が強く意

識された年でもあった。ＡＦＣチャンピオン

ズリーグ（ＡＣＬ）2007における、浦和、川崎

フロンターレの活躍だ。両チームはＡＣＬが

現行方式となって以来、日本のチームとして

初めて予選リーグを突破。浦和は見事に優勝

を果たした（4ページを参照）。メディアも両

チームの戦いぶりに注目したことにより、今

まではなじみの少なかった地域のサッカーに

ついての見聞も広がった。

　今回はまた、日本サッカー協会とＪリーグ

が「ＡＣＬサポートプロジェクト」を立ち上げ、

チームを側面から支援した。こうして得た経

験が共有されることによって、日本サッカー界の

かけがえのない財産となることは間違いない。

　優勝した浦和はアジアの代表として、ＦＩＦ

Ａクラブワールドカップへの出場権を獲得し

た。Ｊリーグがアジアと、そして世界と直結

していることを明確に証明したことも、大き

な成果といえる。今後はＪクラブの世界へ向

けた意識が、さらに高まることだろう。

　このＡＣＬとともに、Ｃリーグ（中国）、Ｋ

リーグ（韓国）とＪリーグのチャンピオンが対

戦するＡ3チャンピオンズカップも2003年か

ら始まった。レベルの高いリーグのチャンピ

オンが競う大会は、出場チームが激しい対抗

意識を燃やす真剣勝負。クラブにとっては、

貴重な国際経験を積む舞台となる。今後はア

メリカのＭＬＳ（メジャーリーグサッカー）と

の交流も予定され、クラブ間の国際交流は新

たな段階に入る。

　ＡＣＬをはじめとする国際大会におけるＪ

クラブの活躍は、テレビ放送権やマーチャン

ダイジングなどにも好影響を及ぼすことが期

待されている。そのためにも、まずはＪリー

グやＪクラブ、選手たちの存在を海外で認知

してもらうことが必要である。それによって、

アジア市場を視野に入れる企業などとの協力

関係も構築可能となるだろう。

　Ｊリーグは現在も、あらゆる機会をとらえて、

海外の進んだ情報を収集し、発展に役立てよ

うとしている。審判の招へい、外国人審判に

よる審判講習会の実施、外国人監督によるコ

ーチングワークショップ開催、クラブ経営に

関するGM（ゼネラルマネージャー）講座、育

成年代の指導者によるＪリーグ・アカデミー

の海外研修、前述の理事・実行委員の海外視

察など、さまざまな分野で国際化が追求され

ている。

　さる11月7日、鹿島アントラーズクラブハウ

ス グラウンドで行われ

たＪリーグ・アカデミ

ー コーチングワークシ

ョップの講師を務めた

鹿島のオズワルド オリ

ヴェイラ監督は、「日本

サッカー協会、Ｊリー

グが、日本サッカーの

発展のために行うさま

ざまな取り組みへの姿

勢は素晴らしい」と称

賛した。羽生事務局長

は「世界のサッカーは

日々、進歩している。

最新の情報を集め、実

際に触れることが大切」

と話す。Ｊリーグの国

際化はあらゆる面で、ま

すます促進されていく。



「Ｊリーグニュース」は100%
  再生紙を使用しています。

「エンターテインメント産業」
  広報力と交流力 マネジメント・ファクトリー代表 ◎  

芳中 晃（よしなか あきら）

1953年10月生まれ。1977年12月、ポールスミス大学（アメリカ）卒業。1979年6月、
フロリダ国際大学（アメリカ）卒業。同年7月、ウォルト・ディズニー・ワールド（アメリカ、
フロリダ州）に入社。コンテンポラリーホテル、およびマジックキングダム内においてスー
パーバイザー業務を行う。その後、（株）オリエンタルランドに入社。東京ディズニーラン
ド開園前の3年間は、食堂部の教育・トレーニングとマニュアル作成の総責任者。開園後、

レストラン店長、および広報室に勤める。同社退社後は、専門学校の講師、講演活動、数々
の大型テーマパークのプロジェクト・マネジメント、大型スパ施設、レストラン、エンタ
ーテインメント施設の企画開発、およびサービス業や一般企業の業務改善を手掛けている。
主な著書は、「ディズニーランドはなぜお客様の心をつかんで離さないのか」、「女性がディ
ズニーランドを愛する理由」、「なんどもいきたくなるディズニーランドの不思議」。

「目的の再確認」
　エンターテインメント産業の広報は誰

のためにあるのか？　それは経営・運営

する企業は勿論ですが、本来はお客様の

ための広報活動であることを常に忘れな

いことが重要であるはずです。ディズニ

ーランドでも年間1000件を超す取材があ

りますが、常にその情報がお客様にとっ

て有益な情報であるか否かの判断が必要

であり、その情報がいかに「リピーター」

として繋げられるかが勝敗の分かれ目に

なってきます。

　Ｊリーグの各チームにとってマスメデ

ィアはお客様との最重要なコミュニケー

ションの手段の一つであることは間違い

ありません。より多くのお客様にサッカ

ーの楽しさを味わってもらい、そして更

にその楽しさを通じて「お客様の幸せを

創造出来る」ことが広報の最終目的なの

ではないのでしょうか。

　ディズニーランドは「世界で最も幸せ

な場所」と位置づけています。キャスト（ス

タッフ）が働く目的は「お客様に楽しい

思い出を作ってもらうために全てのキャ

スト（スタッフ＋エンターテイナー）は

そのお手伝いをするのだ」と…。

「チケット価格の付加価値」
　チケット価格には、どのようなエンター

テインメント、サービスなどの付加価値が

含まれているのでしょうか。提供するチケ

ット価格の付加価値に、お客様は満足さ

れているのでしょうか。

　付加価値はアトラクションや試合内容・

結果だけではない筈です。お客様をスタ

ジアムで出迎えるスタッフの笑顔、テナン

ト・直営に関わらず全スタッフの接客レベ

ル・サービス内容、施設のメンテナンス

や清潔感・快適性・安全性、食事の美味

しさや価格、トイレの清潔感や快適性な

どチームやスタジアムが提供する様々な

もののトータル的な総合力としての付加

価値と、チケット価格が少なくとも同等で

なければならない筈です。

　提供する付加価値がチケット価格より

も低いと思われたお客様は不満を覚え、

二度とスタジアムのライブショー（試合）

を見に戻ってはくれません。ディズニーラ

ンドもサッカーも大空を背景にしたエンタ

ーテインメント。全てのゲスト（お客様）

はVIPであり、毎日が初演：毎回の試合が

初演であるべきです。でなければ「リピー

ター」は確保できません。

「理念」
　東京ディズニーランドの理念は「夢と

魔法の王国」ではなく「ファミリー・エ

ンターテインメント」が理念。理念は抽

象的なものに思われがちですが、エンタ

ーテインメントの世界では理念が最終形

として様々なものに表現されます。ディ

ズニーランドの水飲み場は必ず大人と子

供用のペアで設置されています。親子で

水を飲む時に、お互いの目と目が合うよ

うに設計され、それがコミュニケーショ

ンのきっかけ創りをしているのです。

「キーワード」
　理念を具現化する具体的指針がキーワ

ードです。キーワードは重要な順に「安全

性」「礼儀正しさ」「ショー」「効率」。マ

スメディアを賑わす不幸な出来事は安全

性を欠いたものが90％。安全性の確保は

決して表舞台には出てきません。しかし、

お客様への信頼感の基盤であり、安全性（安

心感）の確保なしにプラン力はありません。

「全員が広報担当」
　広報担当だけが広報活動をしているわけ

ではありません。社長以下全スタッフが広

報担当です。更に、退職したスタッフ、業

者さんをも含めた企業チームに関わりあ

う全ての人々を広報担当にすべきです。

ホスピタリティーに富んだチームスタッフ

であれば、関わりあう人々はスタッフの代

わりに広報活動をしてくれるのです。ウォ

ルト・ディズニーはディズニーランドの建

設に携わる人々全員に自らバーベキューを

焼き食事を提供し、オープン前に彼らを

一番に招待しました。その人々はウォルト・

ディズニーのホスピタリティーに感激をし、

家族や友達と話す時に、ディズニーランド

の素晴らしさを伝えてくれるのです。これ

ほど力強い広報力はありません。『交流

力！』は草の根広報のコアなのです。

　50年以上もエンターテインメントNo.1の

地位を維持しているディズニーランド。し

かし、「人財力」がなければその50年の地

位も一夜にして崩れ去るのです。一歩一

歩の皆様の弛みない努力は必ずお客様に

感動を与えられると信じて止みません。

「人は誰でも､世界中で最も素晴らしい場

所を夢に見､創造し､デザインし､建設する

ことができる。しかし、その夢を現実のも

のとするのは、人である」

ウォルト・ディズニー

寄稿


